	１　援助内容 
　　　□サービスの導入　　□サービスの追加　　□専門的な支援　　□養護者支援　　□見守り　　□その他（　　　　　　　）

　　　□養護者との分離
　【内容：　□入院　□介護保険によるサービス　□措置（□ショートステイ　□特養　□その他（　　　　　　　　　　　）】
２　虐待のレベル
　　　□レベルA　　　　　　□レベルＢ　　　　　□　レベルＣ　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　行われた虐待の種類と対応
虐待の種類

虐待の具体的な内容と対応
身体的
具体的な内容
対応状況
放棄・放任
具体的な内容
対応状況
心理的
具体的な内容
対応状況
性的
具体的な内容
対応状況
経済的
具体的な内容
対応状況
その他
具体的な内容
対応状況
４　今後の支援目標・支援内容
５　支援・ネットワークの変化
６　担当者・関係者の思い・状況の変化



８　支援評価票　　　　　　　　　　記入日：　　年　　月　　日　　記入者：
支援評価票（記入例）　　　　　　　　　　記入日：　　年　　月　　日　　記入者
	１　援助内容 

　　　□サービスの導入　　□サービスの追加　　(専門的な支援　　□養護者支援　　□見守り　　□その他（　　　　　　　）

　　　□養護者との分離
　【内容：　□入院　□介護保険によるサービス　(措置（(ショートステイ　□特養　□その他（　　　　　　　　　　　　）】
２　虐待のレベル

　　　(　レベルA　　　　　　□レベルＢ　　　　　□　レベルＣ　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３　行われた虐待の種類と対応
虐待の種類

虐待の具体的な内容と対応
身体的
具体的な内容
養護者に日常的に殴られているようす。首に絞められたようなアザがある。
対応状況
医師に診断を受けた。首のアザは絞められた痕跡である可能性が高いとのこと。

被虐待者の生命の危険性が高いため、市内特養のショートステイに措置入所させた。

放棄・放任
具体的な内容
養護者が食事を与えていないようす。ここ3か月のうちに、体重が8キログラム減少した。
対応状況

医師の診断を受けた。血液検査の結果、栄養失調状態であることが判明。

以前より食事の管理に対し養護者を説得するも聞き入れられず。危険なため市内特養に措置入所させた。

心理的
具体的な内容
養護者が本人の目の前で「早く死ねばいいのに」という。
対応状況
性的
具体的な内容
おむつ交換が面倒だからと、養護者が本人の下半身を丸出しにしたまま寝かせている。
対応状況
経済的
具体的な内容

年金をすべて養護者が使ってしまう為、本人の食料品、日用品、医療、介護すべてに支障が

ある。又、デイサービスの利用料を6か月滞納したので、サービスの打ち切りが決定した。
対応状況
サービスを打ち切られると、第三者による見守りができないため、分離し、市内特養に措置

入所させた。あわせて成年後見市長申し立てを行うことを検討する。

その他
具体的な内容
養護者は毎日市役所に来庁。「母親を帰せ！居場所を教えろ！」と職員を脅す。
対応状況
高齢者虐待防止法13条の面会制限を継続し、養護者に被虐待者の居場所を知らせない。

今後、庁内で危険な行為に及んだ場合に備え、事前に警察署に情報を伝えておく。
４　今後の支援目標・支援内容

養護者に精神疾患が疑われるため、保健所と連携して精神科受診に結び付けたい。養護者の状況が改善されるまで被虐待者は自宅に戻さない方向としたい。又、長期入所の可能性に備え、認知症の被虐待者が施設入所契約ができるよう成年後見市長申し立てを検討する。
５　支援・ネットワークの変化

市役所・包括・サービス事業所の連携からのスタートだったが、現在は医師・保健所・特養ホームが加わり、措置入所期間の共同の見守り方法と今後の支援方法を共有している。

６　担当者・関係者の思い・状況の変化
当初、在宅での生活の可能性を探していたが、ここにきて状況が悪化したため一度分離することとなった。

今後、養護者の支援がどこまでできるのかが大きな課題だと感じている。


